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－ DNA個体識別技術によって新品種と判明 －

祐天上⼈由来 “祐天桜”組織培養による苗⽊の増殖に成功

清岸寺（住職：吉⽥�真空�住所：品川区上⼤崎）は、浄⼟宗⼤本⼭増上寺（港区芝公園）の下屋敷内⼦院⼋ヶ寺の⼀

寺であり、春には樹齢250から300年と伝えられる桜の古⽊、通称“祐天桜”が盛りを迎えます。“祐天桜”は、明治維

新、関東⼤震災、東京⼤空襲などの歴史を⽣き抜いてきた東京23区内で最⾼樹齢の桜であり、桜としては唯⼀、品

川区の天然記念物に指定された、⾮常に貴重な桜です。しかし、⾼樹齢であることと過去の戦災や災害の影響に加

え、近年の急激な環境の変化により樹勢の衰えが⽬⽴つようになったため、後継稚樹の育成が望まれていました。
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清岸寺、および祐天上⼈を開⼭と仰ぐ祐天寺（住職：巖⾕�勝正�住所：⽬⿊区中⽬⿊）は、本年が浄⼟宗の宗祖法然

上⼈の800年⼤遠忌に、また平成29年が祐天上⼈の300年御遠忌にあたることから、その記念事業として、貴重

な“祐天桜”を後世まで受け継ぐことを⽬的として、後継稚樹を増殖することを決定しました。
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住友林業株式会社（社⻑：市川�晃 本社：千代⽥区⼤⼿町）は、住友林業筑波研究所（所⻑：梅咲�直照 住所：つ

くば市）と住友林業緑化株式会社（社⻑：⼭本�泰之 本社：中野区）との協働により、植林事業や緑化事業を⽬的

とする樹⽊の増殖技術の開発を⾏っております。今回、“祐天桜”の後継稚樹の増殖を成功させるため、これまでに開

発した⼿法を応⽤しながら研究開発を進めてまいりました。その結果、バイオテクノロジーの⼀⼿法である組織培

養法を活⽤することにより、貴重な“祐天桜”の苗⽊の増殖に成功しました。
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■祐天桜

� これまで、“祐天桜”の種は不明とされていましたが、今回の調査研究の中でDNAによる品種識別*を⾏ったとこ

ろ、既存の品種とはDNAが合致しなかったことから、新品種である可能性が⾼いと考えられます。なお、住友林

業では花の形態的観察から、“祐天桜”はヤマザクラ系とエドヒガン系の桜が交配して誕⽣した品種と推測してい

ます。

＊住友林業が（独）森林総合研究所等とともに開発した約200品種の桜のDNAから構成される桜のDNAデータベ

ースを⽤いた。
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■組織培養法のメリット

� 通常、桜の苗⽊は接⽊により増殖されますが、接⽊では樹齢がそのまま受け継がれるため、できた苗⽊は元の桜

と同じ樹齢となります。これに対して、組織培養により増殖された苗は、幼若化という現象が起こり、若返りが

期待できると⾔われています。また、樹勢が衰えている場合は枝の伸⻑が少なく、接⽊に適した状態の良い枝の

採取が難しいのに対し、組織培養は芽の組織があれば増殖が可能となります。

さらに、屋外で育てる接⽊による増殖は、病⾍害が発⽣した場合、被害が蔓延し全ての苗が枯死する危険性があ

ります。しかし、組織培養法による増殖は、１つの芽からでも多くの苗の増殖が可能であり、無菌の試験管内で

増殖を⾏うため、病⾍害による被害の⼼配もありません。試験管の培養液を交換することで、半永久的に安全な

条件下で保存することが可能であり、貴重な名⽊を未来永劫受け継いでいくには最適な⽅法と考えられます。

なお、筑波研究所では、これまでに醍醐寺（京都）“⼟⽜の桜”、紹太寺（⼩⽥原）“瓔珞桜”、仁和寺（京都）“御

室桜”、安国論寺（鎌倉）サザンカ、霊鑑寺（京都）ツバキの後継稚樹の増殖に成功しております。
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http://sfc.jp/


■今回の組織培養法による増殖の流れ

� (1)�冬芽を採取し、その中から芽の分裂組織（茎頂(けいちょう)部）だけを顕微鏡下で摘出する。

(2)�茎頂部を試験管に移し、“祐天桜”⽤に開発した培養液を中に⼊れ、垂直に回転培養することにより、⼤量の芽

（多芽体(たがたい)）を⽣産する。

(3)�多芽体を⽔平に旋回培養することにより、多芽体から芽を伸⻑させる。

(4)�伸⻑した⼤量の芽（シュート）を1本ずつ切り分け、発根を促す培養液を添加した⼈⼯培養⼟に植えつける

と、2週間程度で発根し、完全な植物体（幼苗）が再⽣される。ここまでは、無菌条件下で⾏なわれる。

(5)�低温処理を2週間程度施した後、外の条件に慣らすため温室内で育苗する（順化処理）。

�

“祐天桜”の組織培養による増殖は、これまで報告事例がなく、⼀から条件を解明する必要がありましたが、今回

は開発に着⼿してから約１年で成功することができました。短期間での技術開発に成功した理由は、住友林業が

世界で初めて組織培養により開発に成功した「フタバガキ科（ラワン）の増殖」や「エドヒガン系の桜の増殖」

の経験を活かすことができたためです。
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■今後の予定 〜組織培養から育成条件解明、DNA鑑定、そして“祐天桜”を後世に〜

� 茎頂培養により増殖した苗は、理論的には必ず同じ花が咲きますが、桜は繊細な植物であるため、増殖した苗の

DNAのチェックおよび開花後の花弁調査などを⾏い、花や葉などが同じであることを確認する必要があります。

その後、祐天寺の記念事業等において、培養苗を活⽤していく予定です。

今後も関係各位と協⼒を⾏い、23区内では⼤変貴重な“祐天桜”を後世でも楽しめるよう、維持管理に努めてまい

ります。
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■住友林業の今後の取り組み

� (1)�桜のDNAデータベースや組織培養法を活⽤し、栽培品種名の不明なサクラの識別を⾏うとともに、今後は⽇

本各地にある名⽊・貴重⽊の増殖ビジネスにも取り組んでいく⽅針です。

(2)�さまざまな樹⽊の種や個体の識別、種の多様性、⽣い⽴ちなどを確実に把握することで、次世代へ貴重な樹⽊

をつなぐ取り組みを推進していきます。

(3)�当社ではDNAによる個体識別技術を⽤いて、平成19年に、⼈⼯林を構成する同⼀品種の苗、植林⽊、丸太や

合板などの⽊材製品をトレースできる技術を開発しています。この技術をもとに、今後も苗⽊の品質管理、森

林の多様性保全、⽊材加⼯品の合法性の科学的証明などビジネスへの展開を推進していきます。
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ＴＥＬ：０３－３４４１－６６５４
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